
2017.12 松下記念病院 
 

パンフレット 1.2.3.6.12.14 

ファリーダックカプセルの治療をお受けになる方へ 

★治療スケジュール 

症状や経過に合わせて治療スケジュールが変わることがあります。（ ）内は抗がん剤の成分名です。 

ベルケイド注とレナデックス錠も一緒に併用します 

お薬の名前 1 3 5 6～7 日目 

ファリーダック 
（パノビノスタット） 

 

   mg  

1日1回 

   
お休み 

8 10 12 13～21日目 

   
お休み 

 

＊合計3週間を1回の治療とする 
 

◎飲み忘れた場合には、忘れた分を服用せず、次の分から服用してください。 

絶対に2回分を一度に飲まないで下さい。 
この薬の副作用が強く現れるおそれがあります。 

★起こりやすい副作用 これらの副作用が、すべての方に起こるわけではありません。 

〈血液検査からわかる副作用〉 

白血球減少 
白血球は体内へ進入した細菌から体を守る重要な役割があり、 

治療開始後 7～14 日頃に最も少なくなり、菌やウイルスに感染しやすくなります。 

⇒日頃から手洗い、うがいなどの感染対策を！ 白血球が少ない時期は人ごみを避けましょう。 

貧血 
副作用による貧血の場合、めまい、ふらつきなどの症状としてあらわれることがあります。 

場合によっては、薬で治療をしたり、輸血をすることもあります。 

血小板減少 
血小板の数が少なくなることがあります。血小板は出血した時に血を止める働きがあります。 

血小板が少なくなると、歯肉からの出血や内出血、鼻血などがおこりやすくなります。 

⇒血小板が少ない時期は、ケガをしないように注意して下さい。 

電解質異常 
カリウムやマグネシウムなどの電解質のバランスが崩れ腎臓や心臓の働きに影響を与えることがあ

ります。 

⇒ミネラルを含んだ飲料水など、水分を積極的に取りましょう 

 




